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8)シ ミ ュ レー シ ョ ン実 習 に お け る除 去 実 習 に

つ い て

○釜田 朗,小 磯 和夫1,中 條 雅人,板 倉 慧典

吉野 隆司,中 島 大誠,清 野 晃孝,齋 藤 高弘

(奥羽大 ・歯 ・診療科学,

奥羽大 ・大学院 ・高齢者 ・有病者歯科1)

【目 的 】 歯 科 臨 床 で は,様 々 な 理 由 か ら合 着 さ
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れているインレーやクラウン,根 管充填材などを

除去 して再治療 を行うことが少なくない。我々は,

全国の歯学部 ・歯科大学に先駆 けて平成14年 度

よりシミュレーシ ョン実習の一環で,こ れ らの除

去実習 を行ってきた。今回,除 去実習の歯科医学

教育学的効果の検証と今後の実習向上 目的で,ア

ンケー トを実施 したので報告する。

【対 象】対象は平成19年 度歯学部第5学 年の98

名であり,これを3グ ループに分け,プ レクリニッ

ク期間の3日 間に各々1回 除去実習 を行った。時

間は午前10時 から正午 までの2時 間で各グル ー

プの人数は約33名,こ れを2名 の指導医で指導

した。なお,学 生にはクラウン,イ ンレーが合着

されている抜去歯各1本,第4学 年時の歯内療法

学模型実習で根管充填 を終了 した透明根管歯の1

本を用意 しておくように第4学 年時に通知 してお

いた。

【方 法】実習開始前に3項 目か らなるプレアン

ケー トを実施,つ いで指導医による除去の実演後,

学生に実習 を行わせた。実習終了後,視 覚素材を

用いた講義 を行い,最 後 に10項 目か らなるポス

トアンケー トを実施 した。

【結果および考察】プ レアンケー トか ら実習書 を

読んできた学生は53.7%で あったが,ポ ス トアン

ケー トで読む必要性 を認めた学生が93.7%に 上昇

したことから,予 習の重要性を理解したと考 えら

れた。また,ポ ス トァンケー トで約100%の 学生

か ら除去の対象物,除 去する理由および講義内容

の理解が得 られたことか ら,実 習直後に講義を行

う事で理解度が向上することが示唆された。一方,

指導医の人数と学生が必要 と考 えた人数は一致 し

なかったので指導医は不足 していた。 さらに抜去

歯の蒐集では,約90%の 学生 が困難であると回

答 したが,今 後,大 学側で抜去歯を用意するなど

の対応が必要と考 えられた。除去実習の経験につ

いては,100%の 学生が役立つ と回答 し,歯 科臨

床 における除去の必要性を理解させることができ

た。
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